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±JTE:l"*~7 .:r::l -1 r4itJffi (Lutjanidae) 01Df5i:
( I )

±

A review of the Lutjanidae (Snappers)

found in the waters of Ryukyu. (I)

Shiro SHINOHARA

A number of species of the fish belonging to the family Lutjanidae are found in the
Ryukyus, They constitute an impotant group of a commercial value, but their taxonomy
has not been ~atisfactorily worked out.

The author has been studying some of this group, The pre~ent report is a part
of the results and concerns three genera, namely 1'?'iIJ1:il'mnoidei<, l'amcacgio, and Etcli."

The specimens collected mainly at the i~lands of Okinawa, Ishigaki and Yonaguni
were studied and identified as belonging to the following twelve species, Among
them, fom species have not been reported from this area, and three are considered to
be new to science,

Family Lutjanidae
Genus l'?·i.,ti}Jolnoillc....

j'?'i.,tipomoillc.~ a?'y?/?'oy?'ammil-a,s (Valenciennes)
P?·i.,tiTlOmoide.~ fila1JlR-utoS'IlS (Valenciennes)

= 1'1'i.,t'i}Hnnrl'ide.' .~ieboldi'i (Bleeker)
l'?'i.,tijHi))wides .fila111.elltoS'l(.~ 1'O,'C'(~' (Castelnau) ... (newly recorded)
1'?·i.,ti}Jomoides anwcm./s Snyder

= 1'l·i.,tipo?noides mic?'(}(lo1l (Steindachner)
PTi.,tipomoir1e8 sp... · (Considered to be new species)
j'1·i.,Up01noides am·leilhl.s (Jordan, Evermann & Tanaka)- .. (newly

recorded)
Genus j'(£j'aclu!.,io

j 'a1'((.I~ae.,io xauth:m'l.ls (B Ieeker)

PI£1'(wae.,'io me1"ldel~~ (Katayama)"'(newly recorded)
l'aml:ac."io sp (considered to be new species)
l'a?'al~al~.~io sp (concidered to be new species)

GenusP,'tl,zi.,

Eteli., MW"'hi (Jenkins)··· (newl y recorded)
Rtdis CfWUftllC'f,z'fIS Cuvier
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緒 '言

フエダイ科の魚類はタイ型の魚類で,その体形も食用魚として適当な大きさで肉も美味であ

り重要魚種に属するが,本来が熱帯,亜熱帯産である為日本に於ては種類も比較的少く,生産

量も多くないため余り重要視されていない.琉球に於てはフエダイ科魚類の多くは通称 ミマチ

の魚//といって大衆に愛好され,食用魚として重要なものである.

本科に属する魚類は琉球に於てほ鰹,鮪等と並んで重要な魚類であるに拘らず,その学名や

和名の判明していないものが多く水産上にも多大の支障があるに鑑みこの類の分析学的研究を

思い立った次第である.

フエダイ科魚類は琉球に於てほ Lutjanusの類を除いては殆んどが釣により漁獲され,その

中でも重要魚類の大方は200-300米の深粘一本釣漁業によって漁獲されている.

Lutjanidaeに属する魚類は種准lI多く体形も多岐で学者によりその包合される範囲が異るよ

うであるが,その辺の検討は将来に残し,差 し当 り疑問の少い種類から順を追 うて報告した

し､.

本研究に使用した標本は主として那覇魚市場,糸満魚市場,八重山右折魚市場, 与郷国島に

於て採集されたものである.

この研究をなすに当り文献其の他の点で多大の御配慮を賜った京都大学農学部水腫学教室の

松原喜代松教授,赤崎正人氏及び種々御教示を賜った東侮区水産研究所阿部宗明博士に対して

厚く御礼申上げる.

また標本の採集に当って一方ならぬ御便宜を与えられた那覇地区漁業協同組合,糸満町漁業

協同組合,琉球漁連八重山支所に対し深謝の意を表する.

FamilyLUTJANIDAE(Snapper)7-ダイ利

GenusPrl･<巧 ,Om()t'(lct<Bleekerヒメダイ属

種 の 検 索

al側線｣二の有孔鱗数 50-52.石上に繭なし.

1'r･Vtl'J,()mull(i(,バαT.(lyyl).(/7･a7m●(… ナガサキフエタイ

a2側線上の宥孔鱗数 70-72.

bl鋤骨抜毛歯帯は槍穂状の四辺形 (ダイヤモソド形),舌仁に舶あり.体は紫紅色.

Prl.萌,Om〃[''lc'.b･.filam'nJt,)州,Yヒメダイ
b2鋤骨紋毛歯帯三角形,体は暗紫色で哉色班を有し,背鰭,胸鰭,尾鰭,腹 捕共に基

色を帯びる.舌上に歯なし.

- 1'rL'殉 棚 〃()t''l(,パ aWrl'(dlla(Jordan,Evermann&Tanaka)
キマダラヒメダイ

a3側線上の有孔鱗数 58-65,舌上に歯なし.

cl両顎前方の犬歯は小さい,幽門垂 8-10本 (大部分8本)

Prl,両 ,om('l''l(I.h･fE'l(t川ぐソ/!''州 ,I"･''･Y"/,･,･オオヒメ

C2両顎前方の犬歯大,鋤骨歯は大きく犬歯状をなし

その数少く20本前後.体は背部黄色,腹部淡黄色,体側には美しい

音色鱗散在する.幽門垂5-6 (大部分は 5本).
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Pri･t･t･L'1)()川nidL･･qamOI,1I,LlLl-ナ7-ダイ

C3両顎前方の犬歯大,鋤骨酎ま無数の小さい

船が紋毛状に分布している.幽門垂5-6(大部分は5本)

Pritd,L'T切花0,L'deb･Sp.(新種と考へられる).

Pl･t.yt,lIW'm,),ld(,･tb･ar.,Iyr().qrammrl(",S(Va1enciennes)

和名 ナガサキフエダイ (琉球名 イリキソマチ)

(Plate班,Fig2.)

体形 :株準体長を100としてそれぞれの長さを示す｡(標準体長374mm,)

体高32.1,体幅16.6,尾柄高10.7,頭長33.4,眼径水平9.1.-垂直7.7,吻長 12,1,両眼

間隔10.7, ヒ郡長14.4,最長胸鰭軟条30.7,腹鰭棟長 15.0,最長腹鰭軟条22.7,最長背鱒

蘇 (4th)15.5,最長背鰭軟条19.5,最長常勝軟条18.4,眼下幅6.1,耕高11.2.

鰭式 :D.Xll,A.].A8,V.15,P.16,C.分岐教条8+7.

鱗 凋 鱗･楓 t二の有孔鱗数50(50-52)･側線上方鱗数7i･側線下方麟数13･姉鱗数7･
銀紙:3-6(更に痕跡的のもの2-4あり),+10-ll(更に痕跡的のもの1-3あり)
歯 :両郡,鋤骨及び口蓋骨にlk-(あり.両顎共外側の歯は犬歯状で大きく,上顎の前面の歯は

勘に大きい.Tt･潤!の内側の師ま拙宅状師である.鋤骨には紋毛鈍か三角形状に分布する.口蓋

骨にも抜毛鵬が分布し,その船荷の幅は Pristipomoidesgenusの中では最も広い.ロー上に船

なし.(Plate二,Fig.3.PlateⅡ,Fig.5.).

本杵は耶柳,糸満では採集する事は出来なかったが八蕃山で始めて入手する事が出来た.上

市されている本加ますへて大形のもので標準体長 400mm.以下のものは見られなかった.体

色は新鮮なものに於て紫紅色で虹色光沢を持ち,頭部にも紫紅色の4-5条の横縞がありこの

研縞はフォルマリソ漬の標本に於てもはっきり黒色の縞として残っている.

幽門ITE_5つあL).

分布 :南日本,支那,琉球,台湾,東印度諸島,Andamans,Singapore,Mauritius.

J'rL'L･lI'1,mlWi'l(],yfila77脚1t(),qE,q(Valenciennes)

-Pri両 ,m77〃/,'d,j･"･1'el)〃l(li′!,'(､B1eeker)
和名 ヒメダイ (琉球名 クルキソマチ)

(Plate凪,Fig.4.)

体形 :標準体長を100としてそれぞれの長さを示す.(標準体長 290mm.)

体高27.6,体幅17.0,尾柄高8.6,頭長29.6,眼径水平9.0-垂直8.3,吻長8.3,両眼間隔9.6,

上顎長10.7,最長胸鰭軟条29.0,腹鰭練長 12.7,最長腹鰭歌集17.0,最長背鰭触(4th)12.7,

最長背鰭赦免13.4,最長腎鰭軟条13,4,眼下幅2.4,頼高6.5.

鰭式 :C.Xll,A.皿8,V.Ⅰ5,P.16,C.分岐軟条8十7.

# :欄鱗･側臥 の有孔鱗数71(70-72),側線上方鱗数7i･側線下方鱗数 16,顧鱗数
7.

鯉把 :8-10十20.

歯 :両顎,鋤骨及び口蓋骨に歯あり.本種は舌上にも歯を持つ.両顎の外側の1和ま幾分大き



62 篠原:琉球産フエダイ科魚焼 くLutjanidae)の研究 (I)

いが他種のそれに比して微小である.鎖骨の抜毛歯帯は三角形の底辺部が後方に延びて十文字

形 (槍穂状)をなしているのか特徴的である.口蓋骨の軟毛歯帯の幅は非常に狭い.(Plate二,

Fig.5.PlateⅡ,Fig.1.)
幽門垂 :8.

本席は琉球全域に亘り漁獲され,上市体形はオオヒメ,ナガサキフエダイに比して小形であ

ら.体色はオオヒメに似て紫紅色であるが,背鰭,尾鰭,腹鰭共に一様に淡赤褐色を呈する.

概観的特徴としては胴体が比較的丸く体形は前後に延長し,サノミの体形によく似ている事.鱗

が小さい事等があげられる.

分布 :日本中部以南の各地,琉軌 Hawail, Madagascar,Mauritius,Bourbon,Red

Sea,Natal.

h･t.vtlJ〟州,～-'I,,.if''lamLult').V,I'," ･''仰 ',i (Castelnau)

和名 オオヒメ (琉球名 て-マチ)

(PlateⅡ,Fig1.)

体形 :標準体長を100としてそれぞれの長さを示す.(標準体長313111ln.)

体高31.3,体幅16.6,尾柄高9.5,頭 長29.3,眼径水平7.3一席把6.7,吻 長9.9, 両眼

間隔10,2,上顎長 12.1, 最長胸臆軟条 28.1, 腹鰭棟長 14.3, 最長腹鰭軟条 21.7, 最長背

鰭棟 (4th～5th)12.8,最長背鰭軟条15.6,最長腎鰭軟条15.0,眼下幅4.1,酢 瑞J9.0.

鰭式 :D.Xll,A.皿8,V.Ⅰ5,P.16,C.分岐軟条8+7.

鱗 ‥櫛鱗.側線-i-･の有孔鱗数64(60-65),側線上方鱗数71-,側線下方鱗数 16･ 頼鱗数
7.

鯉把:5-8+14-16(上下枝共痕跡的のもの更に3つ位あり).
歯 :両軍氏 鋤骨及び口蓋骨に歯あり.両顎の外側に並ぶ犬歯は比較的小である.鋤骨の抜毛

歯帯は二角形であるが,三角形のTER′出土幾らか丸みを帯びた三角形状である.鋤骨僻は他種に

比べ細かい胸が級毛状に並ぶ.

口蓋骨Lの紡毛齢帯の幅はヒメダイに似て狭い.FT上に歯なし.(PlateI,Fig.1,PlateⅡ
Fig2.)

幽門垂 :8.

本種は琉球全域に_TTり漁獲されるもので通称 Lt;マアマチ〟といわれる重要魚である.従来こ

のマアマチは和名ヒメダイに当てられていたが間違いでマアマチはオオヒメに当るものである.

L･.市体形は大形のものが大部分で小形のものは棒稀である.概観的特徴としてはJe鰐の後縁,

背鰭の上線が新鮮なものに於ては美麗な紅色をi]_=する事,眼の前上部から鼻孔の と部にかけて

牡に左j机こ隆起している事,頭の上面に紫紅色の小斑点がゴマを散らしたように//)布しこの斑

点はフォルマ1)ソ漬標本に於ても,驚斑として残る事等である.

分布 :-琉球,小笠原- 八丈島,Queensland,NewSouthWales.

P)･i･<lL'])0m()L'dl/,,inmlOelJ,a.b･Snyder

-1').L'.yiL'J,()m()L'(h3,"n,L'(nl,)(I,A/(Steindachner)

和名 /＼ナ7-ダイ (琉球名 ビタロウ)

(Plate双,Fig.5)
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体形 :次にホす数値は標準体長を100としての計算である.(標準体長 272mm.)

体長37.0,体幅16.5,足柄高9.9,頭長 32.7,眼径水平9.9- 垂直 8.0,吻長 9.5,両眼間

隔 7.7,上顎長 15.8,最長胸鰭軟粂 34.0,腹鰭赦長 15.0,最長腹鰭軟粂 23.8,最長背鮪棟

(4th)12-9,最長背鰭軟条16.5,最長腎臓軟条16.5,眼下幅5.2,額高11.0.

鰭式 :D.Xll,A.Ⅱ8,Ⅴ.Ⅰ5,P.16,C.分岐軟条8+7.

～ :櫛燐･側線-Lの有孔鱗数 58(58-62),側線上方鱗数7与･側線下方鱗数,5･願鱗数
7.

鯉把 :2+10(上下枝共更に2-4の痕跡的のものあり).
歯 :両郡,鋤骨及口蓋骨に歯あり.両顎外側列の犬歯はナガサキフエダイに似て強大なり.

鋤骨の歯帯は抜毛歯ではなく犬歯状の大なる歯が小数 (10-20本)並立している. 口蓋骨の

歯帯の幅はナガサキフエダイのそれに似て幅広い.舌上に歯なし.

(Plate二 Fig.4.PlateⅡ Fig.3.)

幽門垂 :-5.

本種は琉球一円にIL1二り漁獲され,上市体形はヒメダイと共に比較的小形である.本棟の概観

的特徴としてほ体の背部から尾鱗にかけて鮮黄色を呈し腹部は淡紅色で銀色光沢を伴 う事,節

一背鰭棟の基部を中心にして一塊の青色鱗があり更に同様な青色鱗が体の所々に散在し生鮮時

は和名の示す通り体色が美麗である事等である.この青色鱗は保存標本に於ては黒色を皐す

ち.

分布 :高如 小,八丈島,琉球,Hawaii,NewSouthWales,Queensland.

Pri･d･,('7,OmO,L'dL,.>･SP. (新種と考えられる)

和 名 ナシ (琉球名 キソ ミ-マチ)

(Plate甘【,Fig.3.)

体形 :標準休長を100としてそれぞれの長さを示す.(標準体長 320mm.)

体-(.irJ31.2,体幅 18.i,尾柄高 9.7,頭長 30.0,限径水平 8.1-垂直6.6,吻艮10.3,両眼

間隔 9.4,上顎長 12.8,最長胸鰭軟条 28.1,腹鰭妹長 14.0,最長腹鰭軟条 25.0,最長背鰭

麻 14.4,最長背鰭軌条 17.1,最長腎鰭軟条 15.3,眼下幅 5.0,顧高 10.3.

鰭式 :D.Xll,A.Ⅱ8,P.16,Ⅴ.Ⅰ5,C.分岐軟条8+7.

鱗 :欄鱗･側線→二の有孔鱗数 64(60-65),側線上方餅数6-2-,側線下方鱗数 15,煩鱗数
6-7.

館把 1.3-5+15(ヒ下枝共なお痕跡的のもの1-2あり).
歯 ;両顎,鋤骨及び口蓋骨に歯あり.丙顎の外列犬歯は特に大である.鋤骨の繊毛歯帯は三

角形状で底辺中央線は少しく凹んでいる.口蓋骨上の抜毛歯帯の幅はオオヒメのそれより広

い.井上に齢なし.(PlateI Fig2,PlateⅡ Fig4.)

幽門垂;-5-6(大部分は 5).

本稀は概観的には Pr･(.dL'7,m7Widesf2'lamentosqLSrO.'･eltlLq(Castelnau)に似ている.但し次の

諸点は両種の間の重要な相違点であり生鮮時に於てほ特に明瞭に区別される事から本種は新種

とする事が妥当と思料せられる.
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分布 :琉球.

J'1･I'sLL'J,〃〃L,)L''lpv'･什〃rllJlla(Jordan,Evermann&Tanaka)

和名 キマ ダラ ヒメダイ (琉球名 ダル クソマチ)

(PlateRr.Fig.6)

体形 :標準体長を 100としてそれぞれの長さ次の如し (標準体長 265mm.)

体高 29.4,体幅 18.1,尾柄高 9.1,頭長 30.9,眼径水平 8.3一重置 7.2, 吻長 9.4, 両眼

間隔 10.2,上顎長 11.3,最長胸鱗軟条 26.8,腹鰭林長 13.6, 最長腹鰭軟条 20.4, 最長背

鰭嫌 13,6(前から5番目),最長背腰軟条 13.2,眼下幅 3.0,軌高 8.3,最長腎鰭軟条 12.4.

鰭式 :D.Xll,A,皿8,P.16,Ⅴ.Ⅰ5,C.分岐軟条8+7.
韓 :怖鱗,側線上の有孔鱗数 70(70-72),側線上方鱗数 8,側線下方鱗数 16-17, 柿

鱗数 6.

館把 :7-ll+17-20.

歯 :両顎,鋤骨及び口蓋骨に歯あ り,舌上に歯なし.両顎の外側前方の師 土幾分大きく両顎

歯の状態及び口蓋骨の歯帯は ′'rL'･!･tIIJ")m,)L'dcs･.f/,-lamenl｡州.<に よく似ている.鋤骨LのL'4,1帯は
1'rI'.<tL'),m77〃['lt,,qJI'lan7e･Ht('州.qとは明らかに興 り,租々三角形状である.

(PlateI,Fig.6,PlateⅡ,Fig.6)

本棟については "RecordsofOceanographicWorksinJapan,Vol,5,No.2,March,1960"

に阿部宗明博上が詳しく報告 しておられるので,それに塞いて徒名を同定 した.

本棟は琉球に於ても漁獲量少 く稀極に上市される.

本種の外形は J'rJ,'･tt'.'1,0"WL''わ.'･fi/av7e71lo.-Ll.5とよく似ているが4･･.酎時の体山 こ署 しい違いがあ
i),El=.鮮時に於ては体色をI一見して両者のl哀別は容易につけられる.尚外部形態,内部形態を

詳紬 こ調べた結果は,ある部分は 1'rl,Lt/'I,'JmUL''LF/,.iI/la7'7'mt〝.<I〝,<によく似ているし父ある部分は

J'.ft'l(uH.(nIl/0.<I'(パケ･('化州 に似た点もあ り,両者の中間型の形態のものである.以上3種の問の区
別点を挙げれば次表の如し.
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PrisiipoITWides
flLameniosus

側線有孔鱗数

馳 把 数

鋤 骨 歯

-L1-.' ｣-. 触

舟 骨

側線 上方鱗

体 色

tp･fLla-e"tosusl･OSeuS1 p.auricilla

8-10+20

掠穂状の凹辺形

細長く小さい

体は一抹に暗紫赤色で腹

方は幾分淡し,背鰭,尾

鰭,陶鰭,腹鰭共に決赤

褐色

3-一5十 15

比較的幅広く大きい

体は暗紫赤色,背鰭,局

鰭の辺縁は紅色を呈す

る.

7′一11+17.-20

細長く小さい

体は胎紫色,頭部には眼を
横切って黄色滞あり.
体の背部には広範卵にTlり
黄色洗紋あり.腹部に行く
に従い黄戊したに変る.背鰭
軟負部,胸鰭.腹鰭は黄色
杏 _1]-:し,尾鰭上薬部も哉色
を【呈する.

分布 :Hawaii,八丈島,小笠原島附近,琉球.

GenusParacae.i,L'oBleeker ウメイ ロ属

種 の 検 索

al側線有孔鱗数は 70-72,背鰭林は弱い,

bl体の背側は鮮黄色,頭部 と体側中央部より腹方は淡紫音色

ParacaeJq'oxa7/t7J,urrLl.i(ウメイ ロ)

b2体は暗紫色,背鰭,胸鰭,腹鰭,腎鰐,尾鰭共に亦褐色を帯びる.体高高く,尾鰭

両菓延長 している.

Para('ae･q･i('sp.(新種 と思考される)

a2側線有孔鱗数は 49-50,背鰭麻は極めて強硬.

cl体は一株に帯紫青色,主上顎骨に鱗なし,幽門垂 7本.

Pal･aCaeSiocaertllL-Llt< (アオダイ)

C2体は暗色で幾分賞味を帯びる.体高高 く,主上顎骨に鱗あ り,幽門垂 5本.

Paracaeトiosp.(新種と思考され る).

ParacaeL<L'()a:a門th,LLrLl･q(Bleeker)

和名 ウメイ ロ (琉球名 ウノイロ)

(PlateⅣ,Fig.1)

体形 :標準体長を100としてそれぞれの長さを示す (標準体長 270111m,全長 350mm.)

体高 36,3,体幅 20.4,だ柄高 9.3,頭長 27.4,眼径水平 7.8- 垂直 7.0,吻長 7.0,両眼
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間隔 11,7, ヒ顎長 9.3,最長胸繕軟条 31.1,腺麟妹長 14.4,最長腹鰭教条 18.8,最長背席

棟 (3rd)14.0,最長背鰭軟条 (最後から2番 目)14.8,最長腎鰭軟条 (最後から2番円)

ll.1,眼下幅 1.8,新高 7.0.

鰭式 :D.XIO,A.El8,P.17,Ⅴ.Ⅰ5,C.分岐軟条8+7.

A :鞘鱗･側線上の有孔鱗数右 72,左 71(70-72)･側 線 ヒ方鱗数9与･側線下)欄 数

17-を,煉鱗数 7･主上顎骨に鱗なし･
鯉把 :9+19.
歯 :両顎,鋤骨及び口蓋骨に歯あり,両顎の外側列の歯は幾分大きいIJj錐船である.

幽門垂 :5本.

春機は琉球全域に亘 り漁牲されるが漁獲量僅少で余 り重要でない.体形も大形のものなく体

長 250mm,前後のものが多い.

概観的特徴としては第一背鰭林の基部から尾鰍 こかけて背部-一帯が美鍵な藁Clをi':.する事,体

形が他種に比べて体高低く棉々紡錘形である事,及び背鰭練が軟弱である車等があげられる.

分布 :長崎,高知,八丈島,小笠原島,琉球,Madagascar,LordHoweIsland.

L'(m･at/･ae.si()('a'_n･'Ile,Il,5(Katayama)

和名 アオ ダイ (琉球名 シチエウマチ)

(PlateⅣ,Fig.2.)

体形 :標準体長を100としてそれぞれの長さを示す.(標準体長 220111m.全長 282mm.)

体高 35.0,体幅 18.8,嶋柄高 10.0,頭長 27.3,限径水平 9.0- 垂直 8.6,吻長 6.8, 両

眼間隔 11.8, ヒ顎長 10.4,最長胸鰭教条 33.6,腹鰭麻長 14.5,最長腹鰭歌粂 19.0, 最長

背鰭棟 (4th.)13,6,最長背鰭軟条 (最後から3番口)12,3,最長背鰭軌条 (最後から3番

∩)10.4,眼下幅 2.3,槌高 7.7.

鰭式 :D.丈lo,A.Ⅱ 8,P.16,Ⅴ.Ⅰ5,C.分岐歓条8+7.

鱗 ‥柄鱗･側線-･-1の有孔鱗数49(49-50)･側線上方鱗数9･側線Th･麟数14Ⅰ, 柳鱗数
6,主上野川一に鱗なL.

鯉把 :10-ll+19-20.
歯 :両顎,鋤骨及び口蓋骨に繭あり.丙第1の船は円錐歯でウメイロに似ている.

幽門垂 :7本.

本篠は琉球一円に広く漁獲され重要魚種である.肉はよくしまり美味で葱兼用としてはてチ

鄭!の中で最も愛好されている.

体は-一様に帯紫青色 (腹部は幾分淡色)で主上顎骨に隣のないことによりlメ二別がつけ易い.

分布 :-IF:三滴1,八丈島,琉球.

]'arac(Lt,･<L'()Sp.(新種と思考さjtる).

和名 ナ シ (琉球fl シルシチエウマチ)

(PlateⅣ,Fig.3.)

体形 :標準体長を100としてそれぞれの長さを示す.(標準体長 300mm,仝嚢 392mm.)
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体轟 30.0,体 幅 18.0,尾柄高 11.3,頭長 26.3,眼径水平 8.3- 垂直 8.0,吻 長 6.7,両

眼間隔 11.3,上顎長 9.7,最長胸鰭軟粂 33.0,腹鰭殊長 15.3,最長腹鰭軟条 21.7,最長背

鰭棟 (4th)13.7,最長背鰭軟条 (最後から3番目)13.7,最長腎鰭軟条 (最後から3番目)

12.3,眼一卜幅 3.0,頼轟 9.3.

結式 :D.XIO,A.Et8,P.16,Ⅴ.Ⅰ5,C.分岐軟粂8+7.

# :楢鱗･側線上方鱗数 10Ⅰ, 側線下方撒 17Ⅰ,煩鱗数7,主上顎骨に鱗あ｡･
鮭把:8+17-18.

歯 :両顎,鋤骨及び口蓋骨に歯あり.両顎の歯は他種に比較して幾分微小である.

幽門垂 :5本.

本種は琉球全域にTTj二り広く漁獲され,漁獲量はアオダイよりは大いに劣る.食用価値はアオ

ダイと同様で一般に愛好されている.

本種は次の諸点から見て新種であると考えられる.

1. P(Lral,･a(!rq'〃a･alIII/r'trtl,q(ウメイロ)とは体形,体色により判然と区別される.

2. J'aral!ae.'･L'()(!aerlden占(アオダイ)とはよく似ているが生鮮時本種には幅広い3条の淡崇色

の洗紋を有する事,頭長が短く体高が高い事,主上顎骨に鱗i:有する事,幽門垂は7オダイ

では7本であるが本#-_では5本ある車等により判然と区別がつけられる.

3. K.H.Barnardが1937年に "FurtherNotesonSouthAfricanMarineFishes"の中

で Newgenus,Newspeciesとして記載した ｣et･la･'･I,iCa771haroL-,Je･,と本種はよく似ている

がこれとは次の諸点で区別出来る.

i)メ(ノt′l'a,N',i.(･ant/lal･()i(l0.1(前者とする)は DorsalfinformulaD.Xn7,であるか本種の

それは D.XIO,である.

ii)前者の Dorsalspineは弱い (Slender)が後者のは強硬である･

iii)Dentarybone(恥骨),Premaxilla(前上顎骨)の形態及び Vomerの歯帯の形態が

明らかに異る.

iv)後者の胸鱗は鎌状で延長するが前者のそれは余 り延長せず Aprionのそれに似ている･

Ⅴ)側線鱗は前者72に対し後者のほ 49-50である.

蕗主上凱骨に鱗がある点は両者よく似ている･

分布 :琉球一一･円.

Para(,･ae.)･i()sp.(新種と思考される)

和名1 ナシ (琉球名 ヒソガ-シチユウ)

(PlateⅣ,Fig.4.)

体形 :株準体長を100としてそれぞれの長さを示す (標準体長 215mm.全長 308mln.)

体高 38.6,6,体幅 17.2,尼柄高 7.4, 頭長 25.6,限径水平 7.4-垂直 7.4, 吻長 7.0,

両眼間隔 10.7,上顎長 10.2, 最長胸鱒軟条 32.0, 腹鰭麻長 14.9,最長腹鰭軟条 20.9,蘇

長背鰭棟 (第三番目)15.3,最長背鰭欧条 (最後から二番口)13.9,最長腎鰭軟条 (最後から

二番目)13.0,眼下幅 2.3,頼高 7.0.

鰭式 :D,XIO,A_皿 8,P.17,Ⅴ,Ⅰ 5,C.分岐軟粂8+7.

鱗 :榊鱗,側線上の有孔鱗数 70(70-72)･側線上方鱗数8Ⅰ,側線下方鱗数 16-17･
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軒鱗数6,主上顎骨に鱗なし.

鯉杷 :10+21.
歯 :両郡,鋤骨及び口蓋骨に歯あり,歯の状態は7オダイに軒似する.

幽門垂 :5本.

本種は漁獲少く,棒稀に上TFされる.ヒソガーシチユウとい う名前はよごれたアオダイの意

で体色は暗紫Clで,眼の前方が幾分黄妹を帯び,又各鰭は赤褐色を帯びている事て他種と容易

にlx二別される.形態的には 1'w a('tLeN',).,L･aHth,urILlによく似通っているが次の諸点により両者間

の区別は可能である.

GenusEEleli.iCuvieretValenciennus /､マダイ属

種 の 検 索

al上下両諏外側列の犬歯は大で特に前方のは強大,鯉杷数3-4+8-9,尾鰭は中庸に二

又する.

I,:tell:.ymardLi

a2両顎外側列の犬歯は上n,;･TF'1の前方の一対を除いては小さい ;稚把数4-9+13-16;尾鰭
は況く二又しその上葉は特に延長している.

T.lleJ'lH･w TH/7I(;,/a,a.q(-マダイ)

EtdL'tqmar.'JLi(Jenkins)

和名 ナシ (琉球名 ヒランマチ)

(PlateⅣ,Fig.6.)

体形 :標準体長を100としてそれぞれの長さを示す (標準体長 220mm.全長 360mln.)

体高 30.0,体幅 17.1, 尾柄高 10.7, 頭長 31.4, 限径水平 10.0-垂直 9.0, 吻艮 8.5,

両眼間隔 10.7,上組長 16.1,最長胸鰭軟条 25.0, 腹鮪棟長 13.2, 最長腹鰭軟条 18.0,最

長背鰭棟 14.0,最長背賭軟条 11.8,眼下幅 3.9,種苗 10.0･

結式 :D.Xll,A.皿8,P.16,Ⅴ.Ⅰ5,C.分岐軟条8+7.
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鱗 =櫛鱗･側線上の有孔鱗数 50(48-50),側線上方鱗数 5,側線下方鱗数lli,頼鱗数

7,主上顎骨に鱗あり.

触杷 :3-4+8-9(上下枝共に退化消失せるもの多し).

歯 :両顎,鋤骨及び口蓋骨に繊毛歯あり.両顎の外側列の歯は大きく前方の歯は特に強大で

ある 外側列の犬歯は F.ylt,liHarbLmC,ul,a/.Sに比べて特に大きく目立つ.

幽門垂 :5本.

本種は琉球全域に亘り漁獲されるがその量はノ､マダイに比して著しく少い.

体色は-マダイに比して淡色で腹部はノ､マダイに似て銀色光沢あり.尾鰭は中庸に二又し,育

鰭棟は後方に行くに従い著しく短くなり軟条部に於て再び長くなっている.

分布 :琉球,Hawaii.

Etd,L'.icarbuJ77CILEl/II,.qCuvier

和名 -マダイ (琉球名 フカマチ)

(PlateⅣ,Fig.5.)

体形 :標準体表を100としてそれぞれの長さを示す (標準体長 31mm.全長一尾鰭上薬後

端迄 -451mm.).

体高 29.0,体幅 18.1,尾柄高 9.7,頭長 30.6,眼径水平 10.3-垂直 10.6,吻長 8.0,両

眼間隔 10.3,上顎長 14.2,最長胸鱒軟条 26.4,腹鰭妹長 16.8,最長腹鰭軟条 21.0,最長

背鰭棟 18.0,最長背鰭軟条 11.3,最長腎鰭軟条 12.3,眼下幅 2.2,頼高 7.1.

鰭式 :D.Xll,A.皿8,P.16,Ⅴ.Ⅰ5,C.分岐軟条8+7.
鱗 :櫛麟･側線上の有孔鱗数 50(48-50),側線上方鱗数 6, 側線下方鱗数 13, 顧鱗数

7,主 ヒ筈白骨に鱗あり.

触把 :4-9113-16.

歯 :両顎に細かい歯が列生し外側の歯は幾分大きい.上顎前方には一対の特に大なる犬歯あ

り.両顎,鋤骨及び口蓋I榊こ拭毛状の歯帯あり.
幽門垂 :5本.
本種は琉球全域に於て漁獲され漁獲高も多く重要魚種の一つである.

特徴としては体は背部鮮紅色で腹部は淡紅色で銀色の光沢を持つ事,尾鰭が深く二父し上薬は

特に延長している事,尾鰭 ヒ葉の延長の矧勤 ま年令と共に大となる傾向あり.背鰭棟は長大で

あるが後方に行くに従い矩くなり軟条部に於て再び長くなっているので棟条部と軟条部は明確

に区別される■F'EI等である.

分布 :日本中郡以南の深海,琉球,Hawaii,Seychelles,R昌union,Mauritius,Bourbon,

Westlndies.

摘 要

1. 標本は主として沖縄本島,石垣島,及び興部国島に於て採集されたものである.

2. 今回は Family Lutjanidaeの内の Pri.StipomoideLq,Paracaesio,Etelisの三属について

報告する.
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3. 標本について外部形態,内部形態を検討の結果,次表の通 り GenusPrL'･dipo〃W,L'desに

属するもの 6種 (内2種は新記録,1種は新種 と考えられる),GenusParacaeぶ,lo に属

するもの 4種 (内1種は新記録,2種は新種と考えられる),Genus EtL･lliriに属するも

の2種 (内 1種は新記録),計 12種が琉球水域にいることがわかった･

4. 本報告に於て種名不明のもの3種をあげてあるが,これは手持ち文献不完備のためで,

更に文献を精査の上これらの種名を明確にしたい･

FamilyLutjanidae

Genus/'7･[･YtL'))()Hと()L'lle,5

PrL',qtI'1,0mOL'dt3バ ar.,7yrn.,/ra〃mLt'(/a,IL,5(Valenciennes)

I'..fI'lameZZtOS,IL,5(Vale〃nl(777ICメ)-P,.YL'eboldL'i(Bleeker)

L:･.fL'['=(HZt().W," ･').LIC,I(.<(Castelnau).L･･ ･(新記録)
L'.(…√彬TTII,iSnyder-P.mz'(5110d,)n/(Steindachner)

P.(I,I/rIJ'''L'lla(Jordan,Evermann& Tanaka)-, A(新記録)

/'rl.J小′川1()i(lt,,isp.1･-･･･(新種と考えられる)
Genus1)Wa(チat!メL'o

Para(!afj,qLlo諾ltnth,tLr,uS(Bleeker)

I'al･almC,N',)'･aCrtJltws(Katayama).. ･･(新記録)

I'(m (ヲae.N',)Sp.---- (新種と考えられる)

L'(Ll･al]aL･･q'')SP.-･･-(新種 と考えられる)

GenusEttli,bi

F,lit/,ll.imar.Jti(Jenkins)･･･.･･･L･(新記録)

F.lteli,i(･arb,LmC,u/flu.～CuvieretValenciennes
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琉 球 大 学 文 理 学 部 紀 要 (理学篇)

P】ate I

VentralviewofvomersofthegenusPristipomoides.

Fig,1 P)'Lb･tLP()mOldeb･Il't(川tC7LtO･qパ reSeuS Flg.2 PI'tl.b･tl'p(州Oidestip.

Fig.3 PrlstI'pomoidestlr.,JyrO.(JrtLm TILicus Fig.4 PI.l'stl'pomol(lesnmoe7ZuS

Fig.5 PrI'･t･tt'p()m()i(le･qfLpl(lmCntOSuS Fig.6 Prlsit'pc･m("'deH lurl(･177rl
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74 篠原:琉球産7-ダイ科魚煩 (Lutjanidae)の研究 (I)

Plate II

Head portion
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Fig.3 PristipolnOidesamoeltuS

Fig.2 Prisiipomoidesftlame如OSuSrOSeuS
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76 篠原 :琉球産7-ダイ科魚煩 (Lutjanidae)の研究 (工)

Plate Ⅳ
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